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人権啓発標語

　菊陽西小学校５年生は、水俣病がなぜ起きたのか、患者さんたちの
苦しみはどんなことだったのか、事実を学んだり資料などで調べたり
しながら学習してきました。水俣病をとりまく差別の問題について考
え、自分たちの生活をみつめていきました。また、水俣病をめぐる差
別と向き合い、語り部として活動されてきた杉

すぎ

本
もと

栄
えい

子
こ

さんの生き方
（「もやい直し」の姿、「水俣病があったから、今の自分がある。有難
いと思う。」と笑顔で語る姿）についても学んでいきました。子どもた
ちの感想です。 「水俣に学ぶ肥後っ子教室」オンライン研修の様子

届け！平和への誓い

　人権カレンダーを作製しました。
　町内の保育園児の描いた「生活画」や小学生・中学生が描いた人権ポ
スターと人権啓発標語、人権を考える時に忘れないでおきたい節目の日、
集中的に考え合いたい週間、人権に関する相談先を掲載。
　子どもたちの人権に対する思いや願いをカレンダーを通して共有でき
たらと思います。町立保育所や小中学校の子どもには保育所・学校を通
して配布しています。町に住む人は、次の場所に置いてありますのでご
利用ください。（お尋ねは、人権教育・啓発課まで）

❶南部町民センター　❷東部町民センター　❸ふれあいの森研修センター　❹図書館　❺杉並木公園
管理センター　❻三里木町民センター　❼武蔵ヶ丘コミュニティーセンター　❽西部町民センター
❾西部支所　10町役場

　人と人とのつながりはとても大切だなと思いま
した。人と人とのつながりがきれるとすごく大変
になるから、つながりは大切にしないといけない
と思いました。
　つながりが切れても、またそのつながりを取り
戻さないといけないと思いました。人と人とのつ
ながりを意識していなかったので、これからは大
切にして過ごしていこうと思いました。
　差別は人と人とのつながりを切っていくものだ
と思います。つながりが切れるともとに戻すのは
難しいと思います。しかし、栄子さんはつながり
が切れたのに、またつながりを取り戻せたのがす
ごいと思いました。栄子さんがつながりを取り戻
せたのは、信頼されていたからだと思います。
　ぼくは、友だちが悩み事がないと勝手に決めつ
けず、相手の話をしっかり聞いて自分にできるこ
とをさがしていきます。

５年　上片野　優
ゆう

馬
ま
（現在６年生）

　たくさん差別などをされたのに、仕返ししない
ことや、ずっと漁の仕事を続けるというところか
ら私は、前向きでとても相手のことを考えられて
いるなと感じました。近所の人たちとのつながり
も直せていてすごいなと思いました。栄子さんた
ちの努力のかたまりだと感じました。
　最後に「水俣病にかかったから教えられるもの
もあった」と言われていました。栄子さんが言う
ように病気や身近なものからも教えられることが
あるんだと思いました。
　水俣の人は、人と人のつながりを大切にしてほ
しいと思っていると思います。つながりがあれば
協力したり、互いを気にかけたりできることを伝
えたかったと思います。
　私は、これからまわりの人を気にかけて、少し
の変化ものがさないようにします。

５年　林　彩
あや

那
な
（現在６年生）

菊陽町人権カレンダーを作製2022年度

「水俣学習に取り組んで～わたしの中のミナマタ～」菊陽西小学校

空に向かって平和を誓う６年生

　６年生が２月25日、平和集会を行いました。これは、

修学旅行の行き先が平和学習のため訪れる長崎からコロナ

ウイルス感染拡大防止を理由に変更されたことから、校内

で開催したものです。子どもたちは「原爆」「永井博士」

など８つのテーマに分かれ、調べ学習をして、平和とはど

んなものであるのか学んできました。児童は、平和集会で

「長崎には行けなかったけれど、空はつながっています。

だから、この空に誓います。私たちは、平和を守っていく

一人になります。」と力強く誓いました。

「意外と見えない　友達の心を　しっかり見る」
菊陽中部小学校　６年　野田　恵

けい

佑
すけ
（現在中学１年生）


